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１．はじめに  

豊かな自然のもとで幼児教育や保育を実践する「森のようちえん」は、1970 年代初頭に

始まった、ヨーロッパを起源とする取り組みである。これまでに設立されている各国の森

のようちえんには、園舎を持たず、一日の多くを森の中で過ごす保育を行っているものが

多くみられる。300 を超える森のようちえんの活動が実践されているドイツでは、Miklitz1)

が、その理念として、①自然界の四季移り変わりを実体験する、②自然の中で、自己の身

体の限界と可能性を体験する、③自然環境の多様さから、さまざまなニュアンスを含んだ

五感を発達させる、④計量心理学の分野から見て、保育の条件が理想的である、⑤騒音や

空間的な限界など子どもの活動を妨げる要素がなく、一人ひとりの子どもにあった遊びの

展開が可能である、⑥子どものファンタジーが自由に発揮される、⑦森の幼稚園での全体

的な教育は、リズムと音楽的な教育であり、メルヘンをはじめとした文化財の仲介を果た

す、⑧静けさが経験できること、⑨「火、水、風、地」は、人間にとってきわめて重要な

生活の基盤である、⑩お互いが助け合うというありかたを基礎にして、グループの社交的

態度と個を強化する・障害をもった子どもとの保育も、森のようちえんは適している・行

動が目立つ子どもにも新しい経験をしたり、他の行動パターンを作り上げたりする機会が

ある、⑪どんな天気のときにも、新鮮な空気の中で運動することで、健康や強い免疫シス

テムが促進される、⑫生命への尊重、すなわちこの世界や、生き物の一部としての自分自

身に対しての敬虔な気持ちが、愛や信頼、責任といった感情を子どもの中に呼び覚す、を

あげている（木戸 2）訳から抜粋）。このように、ドイツの森のようちえんでは、環境教育

の先進国として、先駆的な教育の蓄積が、その教育に盛り込まれ、オルタナティブな教育

のひとつとして根付いている 2)。  

一方、わが国の森のようちえんについては、森のようちえん全国ネットワークが、「自然

体験活動を基軸にした子育て、保育、乳児・幼少期教育の総称」と、その活動を定義して

いる 3)。また、その理念として、①自然はともだち（自然の中で、子ども、親、保育者が、

共に育ちあうこと。自然の営みに合わせるということ。保育や福祉の仕組みを理解し、日



本の保育や子育て全体に貢献すること。）、②いっぱい遊ぶ（自然の中で、仲間と遊び、心

と体のバランスのとれた発達を促す。）、③自然を感じる（自然の中でたくさんの不思議と

出会い、豊かな感性を育む。）、④自分で考える（子どもの力を信じ、子ども自身で考え行

動できる雰囲気をつくる。）を掲げている。このような、新しい取り組みを進めるにあたっ

ては、わが国における外国の幼児教育導入にみられる問題点として木戸 2)が述べているよ

うに、その国と日本の風土や文化などの相違を軽視して、その教育方法のみを取り入れる

ことのないように、十分留意しなくてはならない。  

したがって、わが国の幼児教育に森のようちえんの概念を定着させていくためには、現

在実践されている森のようちえん活動の現状と改善を要する点について把握するとともに、

それらを解決するための方策を導き出す必要がある。  

 

２．研究目的  

 本研究では、森のようちえん全国ネットワークが、森のようちえんの活動を取り入れて

いる施設を対象として実施した、全国実態調査の資料から、以下の３点を明らかにする。

さらに、これらの結果に基づいて、森のようちえんの現状と、改善を要する点について整

理し、わが国の風土や文化に根差した森のようちえんを確立させていくための提言を行う。 

１）森のようちえんの活動において大切にしている概念は何か。  

２）大切にしている概念が類似する施設をグループ化することによって、それぞれの施設

群にどのような特徴があるのか。  

３）それぞれの施設群が、森のようちえんの活動を通して、地域社会とどのようなつなが

りを有しているのか、今後、地域社会とどのようなつながりが必要と考えているのか、

さらに、森のようちえんが今後どうあるべきと考えているのか。  

 

 

 



３．研究方法  

１）研究対象  

 本研究は、全国で森のようちえんの活動を取り入れている施設を対象とするものであり、

個人を対象とするものではない。質問紙による実態調査への依頼にあたっては、それぞれ

の施設の担当者に、施設の意見を総括した回答の記入を依頼した。  

 本研究では、調査への協力が得られた 179 施設のうち、「森のようちえんとしての活動

で最も大切にしている考えかた」、「活動が地域社会とどのようなつながりを持っているの

か（今後、地域社会とどのようなつながりが必要と考えているのかを含む）」、「これからの

森のようちえんの活動はどうあるべきだと思うか」に関する質問への回答が得られている

156 施設（87.2％）を分析の対象とした。  

２）分析方法  

研究目的の１）および３）については、テキストマイニングツール、KH Coder4）を用

いて、文章を単位とする計量テキスト分析を行った。その際、日本語特有の表現によって、

誤分類された文章については、それが意味する内容を吟味し、適切なカテゴリーに再分類

する操作を行った。  

研究目的の２）については、計量テキスト分析によって抽出された、森のようちえんの

活動において大切にしている概念、それぞれを含むか否かに注目して、156 施設を類似し

た特徴を有するグループに分類した。  

研究目的の３）については、前述の概念が類似する施設群ごとに、地域社会とどのよう

なつながりを有しているのか、今後、地域社会とどのようなつながりが必要と考えている

のか、さらに、森のようちえんが今後どうあるべきと考えているのか、という３つの視点

から、その特徴を明らかにした。  

 以上の結果を俯瞰することにより、森のようちえんの現状と、わが国の風土や文化に根

差した森のようちえんを確立させていくための提言をまとめた。  

 



４．研究結果  

１）研究対象施設の概要について  

 施設の形態については、図１に示す通り、「自然学校」が最も多く 60 施設（38.5%）、次

いで「認可外保育」と「自主保育（保護者主導型）」がともに 28 施設（17.9%）、「青少年

教育施設」が 23 施設（14.7%）ある。一方、既存の「保育所」と「幼稚園」は、それぞれ

17 施設（10.9%）、14 施設（9.0%）である。森のようちえんの活動割合については、図２

に示す通り、「組織全体の一部として実施している」が 75 施設（48.1%）と最も多く、次

いで「森のようちえんの活動のみをしている」が 58 施設（37.2%）であった。  

 次に、森のようちえんに参加している子どもの数については、「6～10 名」が 34 施設

（21.8%）と最も多い。さらに、図６のように「51名以上」と回答のあった施設も 24（15.4%）

含まれている。これに対応するスタッフの数については、常勤スタッフが「 3～5 名」の施

設が 61（39.1%）と最も多かったが、常勤スタッフが「いない」と回答している施設も 2

（1.3%）施設みられた。スタッフの性別については、「女性スタッフのみ」が 54 施設（34.6%）、

「女性スタッフ＞男性スタッフ」が 51 施設（32.7%）、「女性スタッフ=男性スタッフ」が

29 施設（18.6%）、「女性スタッフ＜男性スタッフ」が 10 施設（6.4%）、「男性スタッフの

み」が 12 施設（7.7%）であった。  

その活動内容については、表１に示す通り、自然体験活動に分類されるものが 223 件と

最も多く、次いで、季節生活体験活動が 96 件、農林業体験活動が 69 件みられる。  

森のようちえんとしての年間活動日数は、「30 日未満」が 64 施設（41.0%）と最も多く、

次いで「通年実施」が 37 施設（23.7%）みられる（図９）。施設に所属している子どもの

人数については、「6～10 名」が 34 施設（21.8%）と最も多く、次いで「21～30 名」が 27

施設（17.3%）、「51 名以上」が 24 施設（15.4%）である（図６）。また、常勤スタッフの

人数については、「3～5 名」が 61 施設（39.1%）、次いで「2 名」が 38 施設（24.4%）み

られる一方で、常勤スタッフが「21 名以上」勤務している施設が 9 施設（5.8%）あった

（図７）。  



さらに、森のようちえんの活動に関する過去 1 年間の収入実績は、図５に示す通り、「100

万円未満」が 87 施設（55.8%）と最も多かった。また、活動に関する各種保険に加入して

いる施設は 147 施設（94.2%）であった。  

２）森のようちえんの活動において、大切にしている概念  

 「森のようちえんとしての活動で最も大切にしている考えかた」への回答に含まれてい

た文章 253 について計量テキスト分析を行った結果、抽出された概念と、その根拠となっ

た文章数は、「子どもが自ら育つ力を信じて支援する」が 69、「子どもがおかれている環境

を整える」が 28、「自然との関わりに価値をおいた活動を進める」が 52、「子どもの生き

る力を育む」が 51、「子どもの成長を大人みんなで見まもる」が 33、「大人が育ち合う中

で子どもを育てる」が 20 であった。なお、詳細については、【資料１】に示す。  

３）大切にしている概念が類似する施設のグループ化  

 前述の２）で抽出した６つの概念を含むか否かに注目して、156 施設を分類した結果、

以下の 7 群に分類できた。  

 A 群「自然と関わりながら、子どもが自ら育つ力を信じて、子どもの成長を大人みんな

で見まもる」施設（19 施設／12.2％）  

 B 群「自然と関わりながら、子どもが自ら育つ力を信じて、大人が子どもとともに育ち

合い、生きる力を育む」施設（22 施設／14.1％）  

 C 群「子どもがおかれている環境を整え、自然との関わりに価値をおいた活動を進める」

施設 （17 施設／11.0％）  

 D 群「子どもがおかれている環境を整え、子どもが自ら育つ力を信じて、自然との関わ

りに価値をおいた活動を進める」施設（23 施設／14.7％）  

 E 群「子どもがおかれている環境を整え、自然と関わりながら、子どもが自ら育つ力を

信じて、生きる力を育む」施設（39 施設／25.0％）  

 F 群「自然との関わりに価値をおいた活動を進める」施設（11 施設／7.1％）  

 G 群「子どもが自ら育つ力を信じて支援する」施設（25 施設／16.0％）  



 なお、詳細については、【資料２】に示す。  

４）地域社会とのつながりの現状  

 「森のようちえんの活動が地域社会とどのようなつながりを持っているのか」への回答

に含まれていた文章 167 について計量テキスト分析を行った結果、抽出された、つながり

の現状と、その根拠となった文章の数は、「地域の人びとからの支援を受けている」が 60、

「環境や人的資源を活かした交流の実践」が 41、「他の組織やキーパーソンとの関係づく

り」が 32、「子育て支援の役割を担っている」が 21、「森のようちえんが地域を変えてい

る」が 13 であった。  なお、詳細については、【資料３】に示す。  

５）地域社会とのつながりに関する今後の課題  

 「今後、地域社会とどのようなつながりが必要と考えているのか」について回答のあっ

た文章 87 について計量テキスト分析を行った結果、抽出された今後の課題と、その根拠

となった文章の数は、「地域に暮らす多世代の人びとと交流したい」が 28、「子育て支援の

ためのネットワークをつくりたい」が 22、「森のようちえんをもっと理解して欲しい」が

20、「地域に根ざした森のようちえんをつくりたい」が 17 であった。なお、詳細について

は、【資料４】に示す。  

６）森のようちえんが今後どうあるべきと考えているのか  

「森のようちえんが今後どうあるべきと考えているのか」への回答に含まれていた文章

194 について計量テキスト分析を行った結果、抽出された今後のあるべき姿勢と、その根

拠となった文章の数は、「森のようちえんの理念を組織的な活動として拡げる」が 53、「そ

れぞれのニーズに合った森のようちえんを実践する」が 47、「子どものために、森のよう

ちえんを通して、大人が果たすべき役割を担う」が 40、「森のようちえんの活動をアピー

ルする」が 20、「すべての子どもに森のようちえんを体験できる機会を提供する」が 18、

「森のようちえんの質を高める」が 16 であった。なお、詳細については、【資料５】に示

す。  

 



７）大切にしている概念が類似する施設群それぞれの特徴について  

 森のようちえんの活動において大切にしている概念が類似している施設群と、前述の４）、

５）、６）との関係について明らかにするために、図１４～図１６を作成した。  

これによると、A 群については、地域環境や人的資源を活かした交流（57.9%）や、地

域の人びとからの支援（31.6%）が高い割合にあることがわかった。また、地域に暮らす

多世代との交流（26.3%）や、地域に根ざした森のようちえんづくり（52.6%）を、今後の

課題としている施設の割合が高い傾向にある。さらに、それぞれのニーズに合った森のよ

うちえんを実践すべきである（26.3％）と回答している施設の割合が高かった。  

B 群については、A 群と同様に、地域環境や人的資源を活かした交流（50.0%）や、地

域の人びとからの支援（36.4%）が高い割合にあることがわかった。また、森のようちえ

んへの理解を望む（22.7%）とともに、地域に根ざした森のようちえんづくり（27.3%）を

今後の課題としている施設の割合が高い傾向にある。さらに、これからは、子どものため

に、森のようちえんを通して、大人が果たすべき役割を担うべきである（36.4%）と回答

している施設の割合が高かった。  

C 群については、他の組織やキーパーソンとの関係づくり（41.2%）が、他の施設群に

比べて高い割合にあることがわかった。また、子育て支援の役割を担っている（29.4%）

ことや、地域環境や人的資源を活かした交流を実践している（35.3%）と回答している施

設の割合が高かった。  

 さらに、これからは、森のようちえんの質を高めるべきである（17.6%）と回答した施

設の割合が、他の施設群に比べて、とても高い傾向にある。また、子どものために、森の

ようちえんを通して、大人が果たすべき役割を担うべきである（35.3%）と回答している

施設の割合も高い。  

D 群については、子育て支援の役割を担っている（30.4%）ことや、地域の人びとから

の支援（26.1%）が高い割合にある。また、他の組織やキーパーソンとの関係づくり（30.4%）、

地域環境や人的資源を活かした交流（26.1%）を実践していると回答している施設の割合



が高い。さらに、地域に暮らす多世代との交流（21.7%）、子育て支援のためのネットワー

クづくり（27.1%）を今後の課題としている施設の割合が高い。これからは、それぞれの

ニーズに合った森のようちえんを実践すべきである（26.1%）と回答している施設の割合

が高い傾向にある。  

E 群については、地域の人びとからの支援（30.8%）や、他の組織やキーパーソンとの

関係づくり（25.6%）、地域環境や人的資源を活かした交流（23.1%）が高い割合にあるこ

とがわかった。さらに、これからは、すべての子どもに森のようちえんを体験できる機会

を提供する（10.3%）と回答している施設の割合が他の施設群に比べて高い傾向にあった。  

F 群については、他の組織やキーパーソンとの関係づくり（27.3%）が高い割合にある

ことがわかった。また、森のようちえんへの理解を望む（18.2%）とともに、子育て支援

のためのネットワークづくり（18.2%）を今後の課題としている施設の割合が高い傾向に

ある。さらに、これからの森のようちえんの活動においては、それぞれのニーズに合った

森のようちえんを実践すべきである（ 36.4%）、森のようちえんの活動をアピールする

（18.2%）と回答している施設の割合が、他の施設群に比べて高い傾向にある。  

G 群については、地域環境や人的資源を活かした交流（44.0%）や、地域の人びとから

の支援（24.0%）が高い割合にあることがわかった。また、地域に暮らす多世代との交流

（20.0%）を、今後の課題としている施設の割合が高い傾向にある。  

なお、地域社会とのつながりの現状として、森のようちえんが地域を変えている、と回

答している施設は、A 群、C 群、F 群以外の施設群に、ほぼ同程度含まれていることがわ

かった。また、どの施設群についても、将来に向けた重要な取り組みのひとつとして、そ

の理念を組織的な活動として拡げるべきである、と考えている施設の割合が高いことがわ

かった。  

 

 

 



５．考察  

子どもが自ら育つ力を信じること、子どもの成長を大人みんなで見まもること、大人が

育ち合う中で子どもを育てること、を大切な概念として活動している施設は、地域環境、

人的資源を活かした交流や、地域の人びとからの支援が不可欠である。そこで、これに該

当する施設の多くが、自らにとって必要とされる、地域とのつながりを獲得していると考

えられる。一方、子どもがおかれている環境を整えることを大切な概念として活動してい

る施設では、そのために必要な、他の組織やキーパーソンとの関係づくり、環境や人的資

源を活かした交流を実践している。さらに、このつながりを活かして、地域における子育

て支援の役割を担っていると考えられる。  

 地域とのつながり関する今後の課題についてみると、子どもの成長を大人みんなで見ま

もる概念を持って活動している施設の多くが、地域に根ざした森のようちえんづくりを望

んでおり、そのために、地域に暮らす多世代の人びととの交流を求めていると考えられる。

また、大人が子どもとともに育ち合う概念による活動から、森のようちえんについてもっ

と理解して欲しいとの願いと、地域に根ざした森のようちえんづくりへの希望が生まれて

いると考えられる。さらに、自然との関わりに価値をおいた活動を通して、子育て支援の

ためのネットワークづくりを目指しているといえる。  

 さらに、森のようちえんの将来に向けて、その理念を組織的な活動として拡げるべきで

あると考えている施設がとても多いことがわかった。子どもの成長を大人みんなで見まも

ること、子どもがおかれている環境を整えることを大切な概念として活動している施設で

は、子どものために、森のようちえんを通して、大人が果たすべき役割を担う必要性を感

じている。また、自然との関わりに価値をおいた活動を進める施設では、それぞれのニー

ズに合った森のようちえんを実践すること、森のようちえんの活動をアピールすることが

必要であると感じていることがわかった。参加者の希望に沿った、魅力的な自然体験活動

を実践し、そこで感じる感動や楽しさ、達成感などを通して、広く幼児教育への貢献を望

んでいると考えられる。さらに、子どもの成長をみんなで見まもり、生きる力を育む、森



のようちえんを、すべての子どもに届けたいという想いが推察される。  

 森のようちえんの活動では、偶発的な状況の連続によって、遊びが生み出され、子ども

同士が相互に働きかける機会が多くみられる。また、子ども同士の会話がプロジェクト型

で協同的な活動を生み出すという大きな特徴を有している 5)。ペーター・ヘフナーは、ド

イツの森のようちえん出身の子どもについて、特に授業中の協働において優れ、動機づけ・

忍耐・集中、および社交的行動において、正規の幼稚園出身の子どもよりも高い評価を得

たと報告している 6)。子どもに与えられる許容範囲が、さまざまな面において減少し、子

どもが自発的な行動を通して成長する過程が省略される傾向にある 7)現代において、森の

ようちえんが果たすべき役割は大きいものと考えられる。  

このように、森のようちえんは、自然との交流や、多世代との交流を通して、地域を変

え、地方を変え、そして日本を変える、計り知れない可能性を秘めている。将来の地球を

担う、すべての子どもたちに、いのちを尊ぶ心や、世界平和の礎を築く、教育実践活動で

あるといえよう。  

 

６．提言  

 森のようちえん全国実態調査の分析結果に基づいて、以下の６点を提言する。  

１．地域に根ざした森のようちえん活動は、親子のみならず、地域に暮らす多世代の   

人びとが、日常生活を営む中で交流できる貴重な場を提供できる可能性をはらんで

いる。この特徴を最大限活かして、行政とも連携しながら、地域を変える、地域の

顔となれる、森のようちえんを目指す。  

２．地域に暮らす高齢者に、森のようちえんを支援してもらう仕組みをつくりあげる。

これによって、高齢者の QOL を高めるための活動としての貢献が期待できる。  

３．すべての子どもに森のようちえんを体験できる機会が提供できるように、その理念

を組織的な活動として拡げる。森のようちえん全国ネットワークが中心となって啓

蒙活動に取り組むとともに、森のようちえんの実践について、関連する団体、学会



や研究会で、科学的根拠に基づいたアピールを行う。  

４．子育て世代にとって、より身近な、子育て支援に関する情報交換の場、子育てを    

互いに支えあう場としての役割を担う。さらに、将来にわたって、大人みんなで子

どもを見まもり、育てる雰囲気の醸成に寄与できる活動を進める。  

５．森のようちえんの質を高める取り組みを行う。森のようちえん全国ネットワークが

主催する研修会、交流会を定期的に開催するとともに、森のようちえんの認証基準

を策定したうえで、認証制度を導入し、質の向上に努める。  

６．森のようちえんの効果について測定する実践研究に継続して取り組み、その結果に

基づいて、より効果的な活動に高めていくための工夫に努める。さらに、国内外の

研究結果に基づいた、新しい取り組みへの挑戦を進める。  
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